
小
中
一

貫
教
育
は

「
統
廃
合
」

推
進
の
ロ
ジ
ッ

中

体
校
の
問
題
を
考
え

る
市
民
講集

演会
で公
考孟
え市
- ' 

Tの
と：

「
私
た
ち
の
三
条
市
を
つ
く
る
市
民
の
会
」
と
に
い
が
た
県

民
教
育
研
究
所
の
共
催
の
集
会
が
、
三
条
市
中
央
公
民
館
で
2

月
口
日
に
開
か
れ
ま
し
た
。

講
師
も
驚
く
ほ
ど
大
勢
の
参
加
者
で
会
場
は
埋
ま
り
、
用
意

し
た
5
0
0部
の
レ
ジ
ュ
メ
が
不
足
し
て
し
ま
う
盛
況
で
し
た
。

主
催
者
の
挨
拶
は
「
教
育
は
、
絶
対
後
戻
り
は
で
き
な
い
：
・
。

こ
れ
か
ら
の
三
条
市
を
背
負
っ
て
い
く
子
ど
も
た
ち
の
た
め
に
、

声
を
大
き
く
上
げ
て
ほ
し
い
・
：
」
と
呼
び
か
け
ま
し
た
。

市
民
の
会
の
こ
れ
ま
で
の
活
動
「
学
校
を
残
し
て
・
：
」
、
「
市

民
に
ア
ン
ケ
ー
ト
を
と
っ
て
：
ι
、
「
耐
震
校
舎
に
建
て
替
え
て
：
ι

な
ど
の
要
望
が
、
こ
と
ご
と
く
拒
否
さ
れ
た
経
過
が
ス
ク
リ
l

；：可

ン
の
映
像
と
3
名
の
語
り
で
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。
住
民
の
無
念

さ
が
現
在
の
運
動
を
支
え
て
い
る
と
感
じ
ま
し
た
。

山
本
由
美
教
授
（
和
光
大
学
）
講
演
後
の
寸
劇
は
、
住
民
の

要
望
に
聞
く
耳
を
持
た
な
い
市
議
会
審
議
の
再
現
を
市
民
の
会

の
女
性
部
会
の
方
々
が
熱
演
し
ま
し
た
。

集
会
で
は
次
の
決
議
を
採
択
し
ま
し
た
0

・
一
体
校
は
子
ど
も
を
犠
牲
に
す
る

教
育
の
合
理
化
で
す

・
子
ど
も
た
ち
が
歩
い
て
通
え
る
と
こ
ろ
に

新
し
い
校
舎
を
そ
れ
ぞ
れ
建
て
ま
し
ょ
う

．
子
ど
も
の
教
育
と
地
域
の
こ
と
を
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一
番
に
考
え
た
学
校
を
作
り
ま
し
ょ
う

昨
年
間
月
に
開
催
さ
れ
た
佐
貫
浩
教
授
（
法
政
大
学
・
品
川

区
在
住
）
の
講
演
や
論
文
な
ど
も
参
考
に
、
集
会
で
学
ん
だ
こ

と
を
紹
介
し
、
問
題
点
を
皆
さ
ん
と
一
緒
に
考
え
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

¢／争ーわ詰-e4ーφ~→／バwt-...... 

小
中
一
貫
教
育
で
「
学
校
統
廃
A
E
は
進
む

新
し
い
統
廃
合
の
手
法
と
し
て
の
小
中
一
貫
校
・
小
中
一
貫

教
育
が
、
新
潟
県
で
は
湯
沢
町
、
三
条
市
、
新
潟
市
な
ど
で
広

く
計
画
さ
れ
て
い
ま
す
。

統
廃
合
に
対
し
て
は
「
地
域
か
ら
学
校
が
無
く
な
る
」
「
子

ど
も
の
通
学
が
大
変
・
：
」
と
考
え
る
お
母
さ
ん
も
「
小
中
一
貫

で
、
教
育
が
良
く
な
る
」
に
は
抵
抗
で
き
ず
、
住
民
の
反
対
の

動
き
も
起
こ
ら
ず
、
多
数
の
廃
校
が
一
気
に
進
み
ま
し
た
。

新
潟
県
の
廃
校
数
は
、
北
海
道
・
東
京
に
次
い
で
全
国
第
3

位
で
す
。
継
続
的
な
過
疎
化
・
少
子
化
に
よ
る
閉
校
か
ら
、
大

規
模
町
村
合
併
に
よ
る
廃
校
が
増
え
ま
し
た
。

東
京
都
で
は
、
人
口
・
児
童
・
生
徒
数
、
共
に
増
加
し
て
い

る
の
に
廃
校
数
は
全
国
2
位
で
す
。

品
川
区
な
ど
で
自
治
体
が
「
学
校
選
択
制
」
を
導
入
し
、
ー

校
あ
た
り
の
適
正
規
模
「
ロ
1
U学
級
」
、
児
童
の
鼠
低
基
準
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「1
5
0
1
1
8
0
名
」
な
ど
と
基
準
値
を
設
定
す
る
だ
け
で
、

「
適
正
」
で
な
い
小
規
模
校
は
保
護
者
か
ら
避
け
ら
れ
、
数
年

で
廃
校
に
向
か
い
ま
し
た
。

従
来
の
統
廃
合
の
手
続
き
は
、
行
政
が
保
護
者
、
地
域
な
ど

へ
の
説
明
を
重
ね
、
合
意
形
成
の
た
め
の
長
い
時
間
と
労
力
が

求
め
ら
れ
、
時
に
は
紛
争
に
発
展
す
る
こ
と
も
珍
し
く
な
か
っ

た
の
で
す
。

し
か
し
現
代
の
統
廃
合
は
、
小
規
模
校
は
「
教
育
の
効
果
が

上
が
ら
な
い
」
「
切
瑳
琢
磨
で
き
な
い
」
な
ど
の
実
際
に
は
根

拠
の
な
い
俗
説
が
流
布
し
、
不
安
に
煽
ら
れ
た
保
護
者
が
「
大

規
模
校
」
に
賛
成
し
統
合
が
進
み
ま
す
。

保
護
者
が
反
対
で
き
な
い
背
景
に
、
そ
れ
ぞ
れ
を
競
わ
せ
、

勝
者
は
エ
リ
ー
ト
に
、
敗
者
は
脱
落
者
に
振
り
分
け
る
「
新
自

由
主
義
」
の
風
潮
が
無
い
で
し
ょ
う
か
。
学
校
に
も
、
大
き
な

網
が
掛
け
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
感
じ
ま
す
。

①
学
習
指
導
要
領
と
教
科
書
で
教
え
る
こ
と
の
基
準
を
決
め

②
一
斉
学
力
テ
ス
ト
で
子
ど
も
・
教
師
を
競
わ
せ

③
そ
の
達
成
率
を
公
表
す
る
こ
と
で

④
学
校
や
自
治
体
は
自
ら
競
争
し

⑤
結
果
と
し
て
国
が
教
育
を
強
力
に
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
で
き
る



小中一貫教育は「統廃合」推進のロジック

小
中
一
貫
教
育
隆
盛
の
背
景
に
財
政
問
題
が
・
：

経
済
的
効
果
の
論
議
は
ど
こ
の
自
治
体
で
も
少
な
い
の
で
す

が
、
小
中
一
貫
教
育
を
進
め
る
行
政
に
と
っ
て
は
、
財
政
削
減

と
い
う
教
育
外
の
理
由
が
背
景
に
あ
る
と
思
わ
れ
ま
す
。

湯
沢
町
の
説
明
会
資
料
「
こ
れ
ま
で
の
経
過
」
に
は
、

（1
）
老
朽
化
し
た
湯
沢
中
の
建
設
が
急
務

（2
）
少
子
化
・
複
式
学
級
の
解
消
、
校
舎
の
老
朽
な
ど
：
・

環
境
整
備
の
必
要
性
1
5小
学
校
の
統
合

（3
）
旧
湯
沢
高
校
跡
地
を
文
教
施
設
整
備
エ
リ
ア
：
・
県
か

ら
購
入

と
あ
り
、
人
口
8
4
0
0
人
の
湯
沢
町
で
全
町
立
（
三
国
・
三

俣
・
神
立
・
土
僻
・
湯
沢
小
、
湯
沢
中
）
の
学
校
統
合
の
他
に
、

5
保
育
園
・

5
幼
稚
園
を
「
認
定
子
ど
も
闘
」
に
統
合
し
、
高

校
廃
校
跡
地
に
併
設
す
る
計
画
が
進
行
中
で
す
。
最
大
の
通
学

距
離
M
k
m
や
、
豪
雪
山
間
地
で
の
さ
ら
な
る
衰
退
と
極
端

な
少
子
化
が
心
配
さ
れ
て
い
ま
す
。

「
小
中
一
貫
教
育
で
の
統
廃
合
」
の
選
択
が
、
自
治
体
財
政

の
行
き
詰
ま
り
解
消
の
目
玉
と
な
っ
て
い
な
い
で
し
ょ
う
か
。

湯
沢
町
で
は
、
六
人
の
校
長
の
給
与
が
一
人
分
で
済
み
ま
す
。

財
政
の
ス
リ
ム
化
、
効
率
化
の
た
め
に
は
、
児
童
・
生
徒
数

が
千
人
を
超
え
、
年
齢
差
が
広
が
ろ
う
が
、
子
ど
も
や
親
に
ス

ト
レ
ス
が
溜
ま
ろ
う
が
、
教
職
員
の
目
が
届
か
な
く
な
ろ
う
が
、

お
構
い
な
し
で
の
経
済
優
先
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

新
潟
県
の
行
政
に
と
っ
て
「
大
き
く
、
効
率
的
な
構
想
」
も
、

住
民
か
ら
見
る
と
学
校
や
病
院
な
ど
の
生
活
に
密
着
し
た
施
設

が
切
り
捨
て
ら
れ
る
厳
し
い
場
面
に
遭
遇
す
る
こ
と
に
な
り
ま

す。
小
中
一
体
型
教
育
の
実
態
は
・
：

「
地
域
の
教
育
力
の
低
下
」
な
ど
の
理
由
か
ら
学
校
選
択
制

は
、
見
直
し
の
動
き
が
出
て
い
ま
す
。

小
中
一
貫
教
育
は

ω年
に
広
島
・
呉
市
の
財
政
の
ひ
っ
迫
か

ら
市
中
心
部
の
小
規
模
化
し
た
2
小
1
中
の
統
廃
合
を
進
め
る

た
め
の
後
付
け
の
理
論
で
し
た
。

ω年
に
文
科
省
の
研
究
開
発

学
校
に
認
定
さ
れ
た
こ
と
に
始
ま
り
ま
す
。

W
年
に
施
設
一
体

型
の
呉
中
央
学
園
が
開
校
し
ま
し
た
。

小
中
一
貫
校
が
拡
大
し
た
の
は
似
年
の
、
小
中
一
貫
教
育
特

区
と
し
て
の
認
定
以
来
、
複
数
の
自
治
体
が
認
定
さ
れ
ま
し
た
。

的
年
度
か
ら
は
、
特
区
を
用
い
な
く
て
も
小
中
一
貫
教
育
や
、

小
学
校
か
ら
の
英
語
教
育
が
ど
こ
の
自
治
体
で
も
可
能
と
な
り

爆
発
的
に
拡
大
し
ま
し
た
。

小
・
中
（
高
）
の
一
貫
教
育
は
、
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・
新
し
い
校
舎
で
勉
強
で
き
る
・
エ
リ
ー
ト
校
に
な
る
・
英

語
教
育
が
充
実
す
る
・
学
力
が
向
上
す
る
・
友
達
が
た
く
さ

ん
で
き
る
・
切
瑳
琢
磨
さ
れ
る
・
不
登
校
や
い
じ
め
、
中
l

ギ
ャ
ッ
プ
も
解
消
す
る
・
早
く
か
ら
専
門
の
教
育
が
受
け
ら

れ
る
等
々
。

一
貫
教
育
で
、
全
て
が
解
決
・
：
い
い
こ
と
ず
く
め
の
よ
う
に

喧
伝
さ
れ
て
き
ま
し
た
。

し
か
し
、
最
近
は
デ
メ
リ
ッ
ト
面
の
情
報
も
聞
こ
え
て
き
ま

す。
（1
）
小
中
一
貫
教
育
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
問
題
点

①
一
貫
校
と
一
貫
教
育
は
全
く
異
な
る

②
性
急
な
先
取
り
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
進
行
（
中
学
校
の
暗
記
・

訓
練
・
教
授
型
の
学
習
・
授
業
が
漢
字
、
数
学
、
英
語
等
に
小
学

校
五
年
生
に
機
械
的
に
下
ろ
さ
れ
る
）

③
教
科
学
習
に
混
乱
（
体
系
を
無
視
し
、
細
切
れ
で
詰
め
込
み
）

④
子
ど
も
の
生
活
・
成
長
の
空
間
が
激
変
す
る
（
小
中
の
学
級
・

教
科
担
任
制
の
違
い
、
学
級
の
ま
と
ま
り
の
希
薄
化
、
運
動
会
等
の

綴
変
わ
り
、
放
課
後
の
部
活
で
占
拠
さ
れ
る
運
動
場
、

5
・6
年

生
の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
の
弱
ま
り
：
・
学
校
不
適
応
の
増
大
が
・
：
）

⑤
初
等
・
中
等
教
育
が
一
緒
の
教
育
学
研
究
は
ま
だ
な
い

9
歳
の
年
齢
差
を
超
え
る
1
0
0
0名
超
の
運
動
会
は
・
・
・
、

ち，，．・~~ー－...... 
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運
動
場
や
体
育
館
の
使
用
方
法
は
：
・
、
放
課
後
の
居
場
所
は
：
・
、

6
年
生
の
「
卒
業
式
」
の
感
動
は
：
・
、
登
下
校
の
問
題
は
：
：
：

さ
ら
に
問
題
な
の
は
東
京
都
の
統
計
か
ら
も
、
小
中
一
貫
先

進
校
の
不
登
校
は
減
る
ど
こ
ろ
か
糟
加
し
て
い
ま
す
。
年
齢
差

や
成
長
・
発
達
の
課
題
は
慎
重
に
検
証
し
た
い
も
の
で
す
。

（2
）
地
域
の
教
育
力
の
低
下
（
少
子
・
高
齢
化
、
限
界
集
落

の
進
行
）
安
易
な
試
み
は
、
学
校
不
適
応
の
子
ど
も
を
生
み
、
地
域
の

風
景
を
も
変
え
る
影
響
を
与
え
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

地
織
の
学
校
を
守
る
運
動
に
つ
い
て
：
・

今
回
、
対
象
の
学
校
（
第
一
中
、
四
日
町
・
条
南
・
南
小
）
を

見
る
と
3
つ
の
小
学
校
は
、
全
く
廃
校
に
す
る
理
由
が
な
い
学

校
で
す
。
規
模
も
適
正
よ
り
も
や
や
多
く
、
環
境
も
す
ば
ら
し

子
ど
も
た
ち
に
と
っ
て
、
身
近
に
自
分
を
受
け
止
め
見
守
っ

て
く
れ
る
学
校
や
教
室
、
先
生
方
や
近
所
の
風
景
と
人
間
関
係

は
大
切
な
「
原
風
景
」
で
す
。

具
体
的
な
子
ど
も
の
動
き
か
ら
出
発
し
ま
し
ょ
う
。
昼
休
み

に
、
一
つ
の
体
育
館
で
遊
べ
る
の
か
。
放
課
後
の
小
学
生
は
、

ど
う
過
ご
す
の
か
。
実
際
の
場
面
を
思
い
描
い
て
、
交
流
し
合



え
ば
大
き
な
力
に
な
る
と
思
い
ま
す
。

小
学
校
と
中
学
校
の
連
携
は
大
切
で
す
。
小
・
中
の
教
職
員

間
の
交
流
や
連
絡
会
で
、
改
善
や
工
夫
が
重
ね
ら
れ
て
い
ま
す

が
ま
だ
ま
だ
．
不
十
分
で
す
。
子
ど
も
た
ち
の
健
や
か
な
発
達
に
、

大
人
の
努
力
と
協
力
は
不
可
欠
で
す
。
競
争
社
会
や
、
生
活
環

境
の
悪
化
な
ど
を
反
映
し
困
難
も
多
い
の
で
す
。

反
対
運
動
に
取
り
組
ん
だ
学
年
の
子
た
ち
は
、
統
合
さ
れ
て

も
荒
れ
な
か
っ
た
事
実
が
あ
り
ま
す
。
困
難
に
、
き
れ
い
事
で

な
く
、
真
剣
に
立
ち
向
か
っ
た
親
達
の
姿
が
、
子
ど
も
を
育
て

た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

（
か
わ
い
や
す
ひ
さ
・
所
員
）

小中一貫毅育Id:「統廃合J推進のロジック
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一

科
学
リ
テ
ラ
シ

l
（
科
学
的
基
礎
能
力
）

福
島
第
一
原
発
か
ら
の
放
射
性
物
質
が
、
事
故
か
ら
日
日

目
に
東
京
都
の
水
道
を
汚
染
し
、
乳
児
の
飲
料
に
で
き
な
い

事
態
に
な
っ
た
。

2
0
0
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
も
離
れ
た
浄
水
場

に
ヨ
ウ
素
1
3
1
が
基
準
値
を
超
え
て
検
出
さ
れ
た
こ
と
に

専
門
家
は
驚
い
て
い
る
。

福
島
原
発
に
近
い
県
の
原
乳
や
葉
も
の
野
菜
な
ど
農
産
物

は
摂
取
制
限
や
出
荷
制
限
を
受
け
て
、
生
産
者
も
消
費
者
も

大
打
撃
で
あ
る
。
こ
の
放
射
能
汚
染
の
影
響
は
ど
こ
ま
で
拡

が
る
か
誰
も
予
測
で
き
な
い
。

シ
l
ベ
ル
ト
、
ベ
ク
レ
ル
な
ど
耳
慣
れ
な
い
言
葉
を
初
め

て
知
っ
た
人
も
多
い
と
思
わ
れ
る
。
そ
れ
ら
は
難
し
い
中
身

で
科
学
知
識
が
必
要
と
さ
れ
、
科
学
リ
テ
ラ
シ
l
（
科
学
的

基
礎
能
力
）
が
試
さ
れ
て
い
る
よ
う
な
毎
日
で
あ
る
。

『
日
本
の
科
学
者
』
（
2
0
1
1
年
2
月
号
）
が
れ
世
紀
の

科
学
リ
テ
ラ
シ

l
を
特
集
し
た
。
そ
れ
に
よ
る
と
日
本
の
学

校
で
は
大
学
ま
で
行
っ
て
も
、
そ
れ
は
育
た
な
い
と
読
め
る
。

記
憶
中
心
の
学
習
で
は
科
学
リ
テ
ラ
シ

l
は
身
に
付
か
な
い

か
ら
で
あ
る
。

今
回
の
未
曾
有
の
事
故
は
国
民
の
科
学
的
な
知
識
や
判
断

力

を

い

っ

そ

う

強

く

求

め

て

い

る

。

（

吉

）
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